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会
員
視
察
旅
行 

今
年
度
の
会
員
旅
行
は
、
10
月
８

日
、
９
日
に
「
千
葉
・
茨
城
」
を
訪
ね

ま
し
た
。
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ

旅
行
日
和
で
し
た
。 

羽
田
空
港
に
降
り
立
ち
、
貸
切
バ

ス
で
茨
城
に
向
い
、
ブ
ロ
ン
ズ
立
像

と
し
て
は
世
界
最
大(

全
長
120
ｍ)

の
牛
久
大
仏
の
内
外
観
を
見
学
し
ま

し
た
。
内
部
に
は
約
三
千
四
百
体
も 

 

の
金
色
の
胎
内
仏
が
壁
面
に
ズ
ラ
リ
。

地
上
85
ｍ
の
大
仏
様
の
胸
部
に
は

展
望
台
も
あ
り
、
快
晴
時
に
は
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
や
富
士
山
が
見
え
ま
す
。 

そ
の
後
は
、
日
本
最
初
の
実
測
日

本
地
図
を
作
成
し
た
伊
能
忠
敬
の
記

念
館
を
見
学
。
１
８
２
１
年
完
成
の

「
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
」
の
ほ
か
、

多
種
類
の
実
測
地
図
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
正
確
か
つ
、
芸
術
的
な
美
し
さ

を
備
え
て
い
ま
し
た
。 

佐
原
の
町
並
み
は
、
伊
能
忠
敬
旧

宅
や
、
江
戸
～
昭
和
期
の
町
家
・
土

蔵
・
レ
ン
ガ
造
り
な
ど
の
情
緒
漂
う

建
物
が
数
多
く
残
っ
て
お
り
、
平
成

８
年
12
月
に
、
関
東
で
初
め
て
「
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。 

夕
食
に
は
、
食
べ
き
れ
な
い
程
の

美
味
し
い
懐
石
料
理
に
、
名
物
の
う

な
重
も
付
き
、
一
同
お
腹
い
っ
ぱ
い
・

大
満
足
で
し
た
。 

２
日
目
は
、
一
路
、
千
葉
・
成
田
山

へ
。
成
田
山
新
勝
寺
は
、
真
言
宗
智

山
派
の
大
本
山
の
一
つ
で
あ
り
、
初

詣
の
参
拝
客
数
が
全
国
屈
指
の
寺
院

で
す
。 

そ
の
後
、
東
京
に
戻
り
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
美
術
館
を
見
学
し
参
加
者
一

同
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

来
年
度
も
多
く
の
会
員
さ
ん
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
を

行
い
ま
す
の
で
楽
し
み
に
お
待
ち
く

だ
さ
い
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
も
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
会
員
旅
行

と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

土
木
・
建
築
部
会
視
察
研
修 

 

９
月
29
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、

愛
媛
県
松
山
市
へ
視
察
研
修
に
行
き

ま
し
た
。 

１
日
目
は
、
日
本
最
古
の
温
泉
で

知
ら
れ
る
道
後
温
泉
本
館
の
改
修
工

事
現
場
を
視
察
。
施
工
内
容
や
進
捗

状
況
に
つ
い
て
、
松
山
市
経
済
部
道

後
温
泉
事
務
所
副
主
幹
の
白
川
剛
士

氏
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
改
修

工
事
に
は
５
年
間
を
要
し
、
屋
根
の

葺
き
替
え
等
文
化
的
価
値
の
保
存
、

地
震
へ
の
備
え
（
耐
震
補
強
工
事
）
、

温
泉
配
管
な
ど
の
設
備
の
更
新
の
３

項
目
を
主
体
に
工
事
が
実
施
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
驚
い
た
の

は
、
22
億
円
と
い
う
膨
大
な
工
事
費

で
、
う
ち
11
億
円
が
文
化
庁
か
ら
の

補
助
金
で
賄
わ
れ
る
そ
う
で
す
。
ま

た
課
題
と
し
て
言
わ
れ
て
い
た
の
が
、

現
場
の
人
手
不
足
で
し
た
。
ど
こ
へ

行
っ
て
も
同
じ
悩
み
を
持
っ
て
い
る

の
だ
と
い
う
参
加
者
の
感
想
で
し
た
。 

 
 

次
に
平
成
27
年
に
道
後
温
泉
の

３
番
目
の
外
湯
と
し
て
建
設
さ
れ
た

飛
鳥
乃
湯
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、

全
員
で
入
浴
し
、
道
後
温
泉
を
後
に

し
ま
し
た
。 

成
田
山
新
勝
寺
に
て 

道
後
温
泉
本
館
に
て 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9C%9F%E8%A8%80%E5%AE%97%E6%99%BA%E5%B1%B1%E6%B4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9C%9F%E8%A8%80%E5%AE%97%E6%99%BA%E5%B1%B1%E6%B4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9C%9F%E8%A8%80%E5%AE%97%E6%99%BA%E5%B1%B1%E6%B4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9C%9F%E8%A8%80%E5%AE%97%E6%99%BA%E5%B1%B1%E6%B4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E6%9C%AC%E5%B1%B1
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２
日
目
は
、
四
国
八
十
八
ケ
所
札

所
で
あ
る
石
手
寺
を
は
じ
め
、
城
郭

建
築
の
最
高
傑
作
で
知
ら
れ
る
松
山

城
を
見
学
し
、
歴
史
散
策
と
し
て
は

価
値
あ
る
視
察
研
修
で
終
わ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

 広
域
商
工
業
懇
談
会 

10
月
16
日
、
和
倉
温
泉
は
ま
づ
る

に
お
い
て
七
尾
鹿
島
広
域
商
工
会
協

議
会
主
催
の
「
商
工
業
懇
談
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

講
師
に
税
理
士
で
県
連
合
会
の
商

工
調
停
士
な
ど
を
務
め
る
、
山
根
敏

秀
氏
を
お
迎
え
し
、
事
業
承
継
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

山
根
氏
は
、
事
業
承
継
が
進
ま
な

い
理
由
と
し
て
、
借
金
が
多
い
。
儲

か
っ
て
い
な
い
。（
後
継
者
が
）
つ
ら

い
思
い
を
し
た
く
な
い
。
な
ど
を
挙

げ
、「
解
決
は
簡
単
で
は
な
い
が
、
ひ

と
り
で
悩
ま
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

懇
談
会
に
は
、
当
会
と
中
能
登
町

商
工
会
の
役
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

グ
ー
グ
ル
マ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
講
習
会 

グ
ー
グ
ル
マ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
の
登
録

か
ら
設
定
ま
で
を
２
回
コ
ー
ス
で
学

び
ま
し
た
。
10
名
の
参
加
者
は
、
各

自
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
手
に
、
ア
プ

リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
そ
の
場
で

登
録
ま
で
行
い
ま
し
た
。 

 

少
人
数
制
で
、
各
人
の
ペ
ー
ス
に

合
わ
せ
た
講
義
で
あ
っ
た
た
め
、
ほ

と
ん
ど
の
方
が
２
回
の
講
習
会
を
終

え
る
こ
ろ
に
は
、
編
集
ま
で
完
了
し

て
い
ま
し
た
。 

 

多
く
の
質
問
が
飛
び
交
う
活
気
あ

る
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。 

          

補
助
金
活
用
会
員
企
業
紹
介 

補
助
金
を
活
用
し
て
販
路
開
拓
に
取

り
組
ん
で
い
る
会
員
企
業
を
ご
紹
介

し
ま
す
。 

 

▼
事
業
所
名 

 

中
島
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス 

可
（
と
き
） 

（
松
田
武
・
代
表
） 

▼
補
助
金
名 

 

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金 

 

Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ

た
の
で
す
か
？ 

Ａ
．
こ
れ
ま
で
は
看
板
が
小
さ
く
、

地
域
外
か
ら
カ
キ
料
理
を
目
当
て
に

や
っ
て
く
る
お
客
様
に
は
分
か
り
に

く
か
っ
た
よ
う
で
、
店
舗
の
壁
面
と

入
口
付
近
に
大
き
く
て
目
立
つ
看
板

と
、
国
道
沿
い
に
店
舗
へ
誘
導
す
る

看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
広

報
活
動
と
し
て
、
商
工
会
運
営
の
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
（
シ
フ
ト
）
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
て
来
店
の
促
進
を
図
り
ま
し
た
。 

 

Ｑ
．
効
果
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

Ａ
．
は
い
。
能
登
か
き
を
提
供
す
る

飲
食
店
で
あ
る
こ
と
を
広
く
周
知
す

る
こ
と
が
で
き
、
来
店
客
が
増
加
し

ま
し
た
。
電
話
で
の
場
所
の
問
合
せ

も
減
り
、
接
客
業
務
に
集
中
す
る
事

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

Ｑ
．
補
助
金
を
利
用
さ
れ
て
の
感
想

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ
．
こ
れ
ま
で
、
看
板
の
設
置
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
実
行
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

回
の
補
助
金
を
き
っ
か
け
に
、
事
業

計
画
を
た
て
て
看
板
設
置
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
、
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。 

（
写
真
上
／
壁
面
、
下
／
入
口
） 
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働
き
方
改
革
個
別
相
談
会 

働
き
方
改
革
へ
の
対
応
に
向
け
、

商
工
会
本
所
で
月
に
１
回
、
専
門
家

に
よ
る
個
別
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。 

◇
年
次
有
給
休
暇
を
確
実
に
取
得
す

る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
？ 

◇
３
６
協
定
の
書
き
方
で
わ
か
ら
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

◇
法
改
正
に
あ
た
っ
て
就
業
規
則
の

見
直
し
の
必
要
が
あ
る
か
相
談
し
た

い
。 

 

こ
の
よ
う
な
疑
問
等
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
今
後
の
開
催
は

11
月
26
日
（
火
）、
12
月
24
日
（
火
）

で
、
い
ず
れ
も
13
時
か
ら
16
時
で
す
。

当
日
で
も
対
応
で
き
ま
す
が
、
事
前

予
約
の
方
が
優
先
で
す
。 

 

ま
た
、
事
業
所
へ
の
個
別
訪
問
（
３

回
程
度
）
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。

個
別
訪
問
の
申
込
締
切
は
、
令
和
２

年
３
月
18
日
ま
で
。 

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は

商
工
会
本
所
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。 

青
年
部
活
動 

《
視
察
研
修
旅
行
事
業
》 

10
月
20
日
・
21
日
の
２
日
間
で

大
阪
・
京
都
方
面
に
視
察
研
修
旅
行

を
行
い
ま
し
た
。 

１
日
目
は
大
阪
。
新
世
界
の
商
店

街
と
商
業
施
設
「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
」

へ
。
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
は
日
本
で
最

も
高
い
ビ
ル
で
、
日
曜
日
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。 

２
日
目
は
京
都
。
商
売
繫
盛
の
神

様
と
し
て
有
名
な
伏
見
稲
荷
大
社
を

参
拝
後
、
錦
市
場
へ
。
錦
市
場
で
は
、

商
品
の
見
せ
方
や
販
売
手
法
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。 

２
日
間
通
し
て
、
外
国
語
表
記
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
な
ど
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
る
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。 

能
登
鹿
北
商
工
会
青
年
部
と
し
て

は
、
約
10
年
ぶ
り
の
視
察
研
修
旅
行

で
し
た
。
13
名
の
部
員
が
参
加
し
、

親
睦
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

            

 

女
性
部
活
動 

《
若
手
後
継
者
等
育
成
事
業
講
習
会
》 

「
商
売
繁
盛
の
鍵
を
握
る
の
は
奥

様
！
あ
な
た
で
す
」
と
題
し
、
２
回

の
講
習
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
は
昨

年
に
引
き
続
き(

株)

ハ
ー
ト
デ
ザ
イ

ン
の
中
村
清
美
氏
で
、
よ
り
よ
い
職

場
環
境
を
作
る
き
っ
か
け
と
し
て
、

普
段
か
ら
行
う
べ
き
声
掛
け
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。
カ
ー

ド
を
使
用
し
た
自
己
理
解
と
他
者
理

解
の
ワ
ー
ク
も
大
好
評
で
し
た
。 

             

楽しく・役立つ事業が盛りだくさん！
加入前のお試し参加もできます！ 

～今後の事業予定～ 

11月 20～21日 視察研修旅行（岐阜県養老町ほか） 

12月 25日＊  フラワーアレンジメント講習会  

1月 22日     新春の集い（虹と海） 

＊開催日が変更となる場合があります。 

 女性部員以外の方の参加申込みは、商工会本所（担当:山﨑） 

までご連絡をお願いします。  

女性部 
新規会員 
募集中 

伏
見
稲
荷
大
社
に
て 
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令和元年 10月 31日現在 

令和元年 10月 31日現在 

           

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か
？ 

 

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
は
、
労
働
者
が
仕
事
中
や
通
勤

途
上
で
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
ま
た

失
業
し
た
場
合
等
に
、
保
険
給
付
が

受
け
ら
れ
る
な
ど
、
職
場
の
安
全
・

安
心
及
び
雇
用
の
安
定
や
失
業
の
予

防
を
図
る
た
め
の
保
険
制
度
で
す
。 

 

従
業
員
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
は
、
原
則
と
し
て
業
種
や

規
模
に
関
係
な
く
、
労
働
保
険
の
加

入
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
急
な

加
入
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》 

七
尾
労
働
基
準
監
督
署 

☎
５
２-

３
２
９
４ 

七
尾
公
共
職
業
安
定
所 

☎
５
２-

３
２
５
５ 

能
登
鹿
北
商
工
会 

 
 

☎
６
６-

０
０
０
１ 

新
入
会
員
の
ご
紹
介 

ア
ト
リ
エ
か
え
る
【
能
登
島
鰀
目
町
】 

 
 

 

代
表 

山
田 

か
え
る 

 
 

 
 
 

業
種
：
デ
ザ
イ
ン
、
絵
画
教
室 

 

か
き
処 

海 
 

【
中
島
町
浜
田
】 

 
 

 

代
表 

髙
山 

知
恵 

    
 

業
種
：
飲
食
店 

   

 

             

11
月
・
12
月 

行

事

予

定 
 

【
11
月
】 

3
日 

な
な
お
創
業
応
援
フ
ェ
ス
タ 

3
日 

女
性
部
秋
の
大
市
出
店 

７
日 

女
性
部
お
ひ
な
様
定
例
会 

８
日 

公
庫
と
の
金
融
懇
談
会 

８
日 

青
年
部
も
り
う
み
の
木
委
員
会 

10
日 

な
な
お
創
業
応
援
フ
ェ
ス
タ 

14
日 

石
川
県
商
工
会
大
会 

 

※
午
前
11
時
よ
り
商
工
会
閉
館 

20
日
～
21
日 

女
性
部
視
察
研
修 

25
日
～
26
日 

観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
視
察
研
修 

 

【
12
月
】 

12
日 

市
長
と
の
懇
談
会 

16
日 

中
小
企
業
振
興
懇
談
会 

 

 

 

商 業 111 

 工 業 70 

 
土 木 建 築 91 

観光サービス 139 

定 款 事 業 所 21 

特 別 会 員 1 

合 計 433 

制度名 利率（%) 

小企業等経営改善貸付 

（マル経） 
1.21 

石川県小口追認 

（一般分） 
1.75 

商工貯蓄共済 

融資 

1.075～ 

2.475 

会 員 数 

☆石川県最低賃金改正のお知らせ 

石川県最低賃金額（発効日：令和元年 10月 2日） 

時間額 ８３２円 （26 円 UP） 

詳しくは、石川労働局または労働基準監督署にお尋ねください。  
 

 最低賃金制度  検索 

石川労働局 HP ⇒ http://ishikawa-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/ 

 

          

 

    

小さな掛け金で不慮の事故によるあらゆるケガを保障 

 

ろくほく地域振興券プレゼント 
Ⅰ型加入で 2,000円分（Ⅰ型以外は 1,000円分） 

 

加入促進キャンペーン延長実施中！ 

主な融資金利 

商
工
貯
蓄
共
済
加
入
促
進
強

化
月
間
優
秀
商
工
会
（
20
商

工
会
中
第
４
位
）
と
な
り
ま

し
た
。
加
入
推
進
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

「ろくほく商工会だより」のカラー版は能登鹿北商工会 HPでご覧ください ⇒ 
 


